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職員のスキルアップと法人職員としての意思統一を図

ることを目的とした全体会を２０２３年７月１日（土）に奈良

産業会館で４年ぶりに対面方式で開催しました。 

まず吉川理事長から、「地域のニーズに応えられる社会

福祉法人に発展していくこ

と」「スキルアップすること

で、関わってきた地域の人た

ちに貢献し、明日からの実践

にどう活かすかを考えなが

ら、研修を受けてほしい」とい

う話しがありました  

新任者研修の報告では、研修を通じて学んだ４つのポイ

ント（利用者との関わり・組織内の連携・自己覚知・法人職

員として）について、意見や今後の目標についての発表が

ありました。 

基礎研修（入職2年目）では、「研修での学び・気づき」

について発表があり、前期は、事例検討、後期は、文献研

修を通して、実践の振り返りの中で、自分自身と向き合う

学びの報告がありました。 

管理職研修の発表では、スーパービジョン（SV）を用い

た研修を通して、専門援助職としての管理職のスキルアッ

プによる法人組織の強化や専門援助職としての成長、人

材育成などを目的とし、３年間のSV実施におけるアンケ

ート結果の報告がありました。今年度から継続的にSVの

導入を行います。 

基調講演は空閑浩人教授(同志社大学社会学部社会

福祉学科)から『社会福祉法人とその職員に求められるソ

ーシャルワークを考える～「一人」を大切にする支援と「一

人」が大切にされる地域づくりに向けた「希望」の営み～』

をテーマに。 

『ソーシャルワークは、そこ

にいる「一人」を大切にする

支援の営みであり、そこで暮

らす「一人」が大切にされる

関係づくりや場づくり、地域

づくりのための営みである』

そして、「人と社会の新しい価値観の創造」につながる思

考と実践である。 

「いま・ここで」の当事者・利用者との、出会いとのかか

わりとの時間を大切にすること、法人や施設、また職員の

存在が、利用者や家族、地域の人々の「大丈夫」となり、一

人を大切にする支援と一人が大切にされる地域を「とも

に」築いていくことが大切。 

そして、職員が「元気」で活動する姿や笑顔こそが、人々

や地域にとって安全で安心できる、何よりの支援であり地

域づくり、すなわち「ソーシャルワーク」だと。 

今回の基調講演をはじめ、夏の全体会は、法人の理念

や日々の実践の振り返りにもつながり、職員の明日からま

た、元気に、頑張っていこうという原動力となる貴重な有意

義な日となりました。 
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誰もが生き活きと 

自分らしく暮らせる 

心豊かな社会を 

創造します。 
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明日からの実践のヒントに アニメやドラマの話題を交えて 



 
人権擁護委員向けに講演 

～藤尾さんとの出会いを通じ～ 
 

生駒市人権擁護委員向けに、地域活動支援セ

ンターコスモールいこま職員と利用者が「精神障

害者の生活支援について」をテーマに話をしました。 

参加者からは「精神病院での不当な入院や虐

待について、電話等での訴え先はあるのか」「精神

疾患に罹る人が増えているのはなぜか」などの質

問もありました。 

この研修の提案者は、生駒市人権擁護委員の

藤尾庸子さんです。 

藤尾さんは、約３

０年前、生駒初の

精神障害者が集え

る「ひだまり共同作

業所」立ち上げ時

から関わりのある、

心強いお母ちゃん

的存在です。 

生駒市健康づく

り推進員連絡協議

会長も長く務め、作

業所時代からボランティアでの昼食作りや、楽しい

料理教室を開き、新年会ではぜんざいをふるまって 

 

くれました。現在も、毎年人権擁護啓発タオルを持

参しての啓発や、エリアのイベント時に相談ブース

を開いてくれています。このような日ごろのお付き合

いは、大きな心の支えになっています。 

藤尾さんは教育実習時に、障害のある生徒がト

ンボの羽の図柄を書く才能に驚いたことをきっかけ

に、その後、県のボランティア養成講座を受講。最

後の講義で「地域であなたを待っている人がいる」

と言われ、ボランティアとして無認可ひだまり共同

作業所へ行くことになりました。 

普通の感覚で利用者に「どこに住んでんの？」

など話していたら、ある日職員から「藤尾さんが来

ると、次の日３人欠席するからあまり来ないで」と言

われたこともありました。 

しかし利用者から「警察から不審者扱いされた」

ときけば、警察に「いい子たちやから見守ってあげ

て」とお願いに行ったりもしました。「リサイクルショ

ップを提案したのも私。何も悪いことしてないんや

から、カーテン閉めた薄暗い場所でなく、前に出て

堂々と生きたらいい、と背中を押した」。 

当事者にも「ステージに立って、堂々と表現した

らいいねん」と３０年前から言い続け、「それが今、

普通になってきたのがうれしい」と話します。 

「関わってみて、周囲がその人を守ろうと囲って

かばいすぎ、力を奪っていると感じた。専門職や家

族だけでなく、私のような、わけのわからん地域の

人をまきこみながら、そうなんや！と気づいてもらうこ

とが大事。地域の人も、手を差し伸べたいけど何を

したらいいかわからず、もんもんとしている。地

域も捨てたもんじゃないよ」。 

「どんな状態になっても、みんな地域で普通

に生きていけばいい。ずっと関わらせてもらって

いることで、私も育てられ、元気をもらっていま

す」と藤尾さん。いえいえ、パワーをもらっている

のは、私たちのほうです。心からの感謝と共に、

これからも地域の皆さんとの出会いを大切に、

活動を続けます。 

 

次回は、生駒本町自治会長、吉川章さんの

インタビュー記事を掲載します。お楽しみに♪ 

生活支援ｾﾝﾀｰコスモールいこま 0743-73-7000 地域活動支援ｾﾝﾀｰコスモールいこま 0743-73-0900

ひ だ ま り 0743-85-4196 コミュニティスペースはなな 0743-73-1050

グループホーム楽都 0743-73-0141

生　駒　エ　リ　ア

自称４８歳！そう思うと、元気が出るそうです 
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人権イメージキャラクターが紹介するパンフレット 



 
障害者福祉の発信基地 
大和郡山市役所に福祉ショップ開店 

 

百壽橋(しゃくじゅばし)商店みりおーの（以降百壽

橋商店）が７月１８日、大和郡山市役所交流棟１階

にオープンしました。 

 

百壽橋商店は大和郡山市地域自立支援協議

会の就労部会から①福祉施設の販売活動の促進

②福祉施設の利用者の工賃の向上③市民との交

流を通じた啓発活動④利用者の生きがいと社会

参加の促進を目的として設置されました。市長との

懇談、障害福祉課、庁舎建設室と何度も検討を重

ね、実現したものです。 

名前の由来は、郡山城の中堀に架かる橋の名

前が「百寿橋」。「みりおーの（miliono）」は、エス

ペラント語で「百万」を意味する言葉。この二つが

名前の由来となっています。 

障害者就労の現場から生まれた数々の作品（品

物）が持つ百万の華やかさと魅力を体現する店舗

名として、百の寿（ことぶき）が大きく百万のしあわ

せに育ち広がるよう願いが込められています。 

運営は、新たに設立した「大和郡山市障害者福

祉ショップ連絡会」が担い、スタート時は市内１１障

害者団体が店番や商品の納入を行います。 

連絡会事務局を担当する一般社団法人ｅｉｇｈｔ

の藤本貴久さんは「市民の皆さまが毎日立ち寄り

たくなるお店作り、障害のある人の働く姿やこだわ

りの商品に触れていただくことがお店のコンセプト。

また、多くの障害者団体が協力して店舗運営に関

わるこの取組みは、市内の障害福祉の底上げにも 

 

つながる。ご来店お待ちしています」と話します。 

今後、障害者アート展や職場体験の機会、啓発イ

ベントなど大和郡山市の障害者福祉の発信基地

として、いろいろな企画を検討中です。 
 

  
笑いがあふれて健康に！ 

 こころの健康講座 ２０２３ 
 
ハートフルこおりやま（大和郡山市精神障害者

の社会参加をすすめる会）が主催する、こころの健

康講座が６月２４日（土）に行われました。 

ハートフル会員だけでなく４歳から８０代まで幅

広い世代の観客が参加し、「笑いと健康」と題した

大道芸と講演会の企画を楽しみました。 

講師のたっきゅうさんこと田久朋寛氏は大道芸

人と健康生きがいづくりアドバイザーとして全国各

地で活動をしています。 

ジャグリングやカラーコーンを使った様々な芸を

次々披露され、どよめく歓声や拍手で会場は一体

化し、笑い声に包まれていました。 

「笑いには、免疫の活性化・ストレス解消・人間

関係をよくするなどの効果がある」「笑いを増やす

ためには、特別なことをするのではなく“ほんの少し

の楽しい時間を大切にすること”」とお話にもユー

モアを交えて。 

現在、ハートフルこおりやまは、秋に行う「はーと

ふるフェスタ（社会福祉法人萌と共催。旧・はーと

ふる市）」の準備中です。ぜひ一緒に、“笑いながら”

楽しく、実行委員会に参加しませんか？ 

「百壽橋商店みりおーの」 

営業日 市役所開庁日（平日） 

営業時間 10時から１５時 

所在地  大和郡山市北郡山町 

248-4 
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できたてほやほや！市民の交流の場みりおーの 

やさしい空気に包まれながら 

 



 

「また一緒にお祭りしたいですね」 
～斑鳩町民生・児童委員が施設見学に～ 

 
今年度就任の斑鳩町民生・児童委員（以下、民

生委員さん）の約３０人が６月中６日間に分かれ

て、らそら、まーぶる、ぽると・ベルの施設見学に来

られました。 

この見学会は、地域の障害者福祉施設の現状

を知ることが目的で、斑鳩町内にある他の施設見

学もされています。 

新型コロナウイルスが流行する前には、今回の

ような施設見学が定期的にあり、西和ふれあい祭

り（西和エリア主催で斑鳩町内にて、飲食店の出店や地

域にある様々な団体のステージなどを実施したお祭り）

にボランティアとしてご協力していただいたことも

ありました。 

当時から私たちを知ってくれている方も当日は

おられ、「また昔みたいにお祭りしたいですね」と

言ってくださり、とても嬉しい気持ちになりました。 

施設見学では、スタッフから施設の役割や日頃

の活動について説明をしました。施設利用者の数

名にも協力してもらい、利用してみての感想を話し

てもらいました。 

「失敗したなと思った時、次どうしたらいいかを

スタッフが一緒に考えてくれる」「ここがあるから安

心できるし、１日の生活リズムが整う」「お弁当の

配達（らそらの作業）もあって、地域の人とつなが

れているな～という気持ちになる」などコメントが

ありました。 

民生委員さんからは「利用者さんの年齢層は？」

「コロナの影響はありましたか？」などたくさん質

問がありました。 

見学会終了後、民生委員さんと利用者の方々

で話をする場面では、「近所にはあるけれど、どん

な活動をしているかは知らなかったので、今日聞

けて良かった」という声が聞かれました。 

この見学で、私たちがここでどのようなことを大

切にしながら活動をしているのかを知ってもらえる

機会になり、今後も地域の皆さんとのつながりづく

りを大事にしていきたいです。 
 
 

物価高騰の影響がまーぶるにも…！ 
 

５月某日、ミーティングの議題は「購買部につい

て」。まーぶるでは、利用者数名とスタッフで、ジュ

ースやカップラーメンを買いに行き、それをサロン

内で販売する「購買部」があります。売り上げはク

リスマス会などのイベント参加費の補助金にする

など、利用者の皆さんへ還元しています。 

昨今の物価高騰もあり、利用者からは購買部の

継続を心配する声も挙がっていました。そんな中、

とある利用者から、いつものスーパーで缶ジュース

の値段が上がっていた！という情報が。 

早速ミーティングで話し合いました。購買部も値

上げをするのか、値上げするならいくらにするの

か、など悩んだ末、缶ジュース１本１０円の値上げ

をすることに決まりました。 

まーぶるの購買部は、利用者の皆さん中心の運

営です。みん

なの購買部と

して、これから

も活動してい

きます。 
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補充完了！充実してますよ～！ 

らそらについて説明中。 

まーぶるについて説明中。 
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地域に根差した学内売店、準備中！ 
 
高田エリアでは、２０２３年７月に畿央大学（所

在地、広陵町）内にある売店をオープンします。現

在行われている準備の様子をお伝えします（記事の

内容は準備中の時のものであり、変更になる場合があります）。 

畿 央 大 学

では３年ほど

前に大学内の

売店が撤退、

その売店跡地

の活用につい

て大学側から

社会福祉法

人萌に出店の

話しがありま

した。 

高田エリア

では、大和高

田市にある高

田温泉さくら荘の清掃業務や商店街の中にあるカ

フェの運営など以前から地域との繋がりを大切に

活動してきました。 

今回もその歴史を大切にしながら、畿央大学の

学生の皆さんに喜んでもらえる売店を運営しようと

決めました。  

営業時間は毎週木・金曜日の１４時から１６時。

唐揚げやカップ麺の販売を利用者が担当する予

定で、売店の名前は学生からの公募で決まります。 

鎌田剛吏高田エリア部長は「ここ数年で新型コ

ロナウイルスの影響で外（地域）に向けての活動を

自粛していました。畿央大学の売店運営を始める

ことで、高田エリアの地域に巻き込まれる実践、つ

まりは地域の人たちと一緒に町を作っていく活動の

再スタートになればと考えています」と話します。 

教育機関にも活動範囲が広がった高田エリア。

これからも地域や教育現場との繋がりを大切に活

動を続けていきます。 

 
活動の幅が増えました！ 
 
新型コロナウィルスが２類から５類に変更になり、

地域活動支援センターなっつ（以下、なっつ）では

コロナ禍前の様子に戻りつつあります。 

新型コロナウイルスの影響で、なっつはえいぶる

の１階に移り、活動の

ほとんどが制限された

状態でした。なっつに

戻ってからも、レクリエ

ーションは飲食を伴わ

ないもので、昼食会も

調理をせずにテイクア

ウトのみで行なってき

ました。行きたい場所や食べたい物を話しますが、

「コロナやからアカンか」と制限中はあきらめムード

の中過ごしてきました。 

制限が解除されたら

「みんなでご飯作りた

いな」、「行ってみたい

店がある」等やりたい

こと、行きたい場所を

日々サロンの中で話し

合ってきました。 

今年の１月には一部制限が解除され、感染対策

は行ないつつ、レクリエーションでの飲食や昼食会

も調理が可能となりました。レクリエーションを決め

る際には動画サイトでの予習は欠かせません。  

情報をたくさん仕入れていることで、あれも、これ

もとついつい目移りして、決めるのに時間がかかり

ました。そんな時間も制限がなくなったから出来る

こと。悩むことも楽しいです。 

久々の調理では、意見を出し合いながら何を作

るかを決めていき、テーマは簡単でしっかり食べら

れるもの。野菜の寄付をしてくれる方もいました。 

昼食会では制限がとれても、引き続きテイクアウ

トも選べるようにしています。コロナ禍前に全部戻す

のではなく、良いなと思えたことは残していくことで

活動の幅が広がり楽しみ方が増えました。 
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生活支援ｾﾝﾀｰなっつ 0745-23-7214 地域活動支援ｾﾝﾀｰなっつ 0745-23-8105

マインドホーム高田 0745-23-8072 お か わ り 0745-23-5625

え い ぶ る 0745-52-5752 あっとほーむ香芝 0745-44-8023

高　田　エ　リ　ア

オープンのお知らせのチラシ 

久々の昼食会で調理♪ 

レクで海鮮丼を堪能 



 
楽しくボッチャ体験！ 

～想像以上に奥深かった～ 
 

ぴあぽ～との利用者さんから「ボッチャ体験がし

たいなー！」という声が上がり、ぴあぽ～と、Ｐｉｔ八木

の合同で、曽我川緑地体育館でボッチャ体験をし

ました！ 

ヨーロッパで生まれたボッチャは、重度脳性麻痺

者もしくは同程度の四肢重度機能障がい者のため

に考案されたスポーツで、パラリンピックの正式種

目です。シンプルだけど、奥の深い、運動が苦手な

人にもできるスポーツです。 

今回は、橿原市スポーツ推進課の方１人、推進

委員５人から、ボッチャのルールについて、丁寧に

説明をしてもらい、とりあえず実践してみよう！とゲ

ームスタート。 

ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボール

に、赤・青チームに分かれ、それぞれ６球ずつのボ

ールを投げたり、転がしたり、他のボールに当てた

りして、いかに近づけるかを競います。なかなか、力

の具合が難しく、つい力んでしまうと、思わぬ方向

や、遠くへ飛んで行くので、一喜一憂する声が体育

館に響いています。ドキドキわくわくしながら、必死

で考えて、投げる時の表情は真剣そのもの。 

繰り返すうちに、戦略性の技術が必要なことも分

かり、ボッチャの魅力に引き込まれていきました。 

体験中は、自然と、推進委員の方や利用者同士

のコミュニケーションも弾み、あっという間に１時間

が経ち、少し物足りなく思う人も・・・。 

 

終了後に、推進委員の方から、「他にもたくさん

気軽に楽しめるスポーツがあり、ぜひ教えますので

次回も呼んでください！」と声をかけてもらいました。 

ボッチャで、いい汗を流した爽快な気持ちを忘れ

ないうちに、企画を検討したいと思います♪ 

 

Let`s アジサイ鑑賞♪  
～心も身体もリフレッシュ～ 

 
橿の木ハウスは、６月２０日（火）に大和郡山市

の矢田寺へアジサイを見に行きました。ホームペー

ジなどでアジサイの写真を見て、楽しみに現地へ

向かいました。 

いざ到着する

と、アジサイの前

にはなんと２１７

段もの階段が。

平均年齢 53歳

の橿の木ハウス

一同、決して体

力に自信がある

わけではありま

せん。「うわー」

「こんなにも階段があるなんて…」。曇天の空に合

わせたかのように全員の顔も曇ります。 

それでも、せっかくここまで来たのだからと懸命

に階段を上りました。「はあ、はあ、はあ」と息が切

れ、Ｔシャツも汗びっしょり。なんとか本殿へ到着す

ると、青、白、紫と色とりどりのアジサイが目の前に

広がります。「想像していたよりもきれいですねぇ」 

「しんどかったけど、来てよかったです」ときれい

なアジサイと大和平野の景色に癒されたひと時で

した。 
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気持ちを整え全集中！ 

 

 

 

充実感いっぱいのスマイル☆ 

 

 

 

きれいなアジサイに心癒されます♪ 

 



 

2022年度 決算報告 
 

２０２３年６月２４日に開催しました評議員会にて２０２２

年度決算が承認されました。 

２０２２年度は収益、費用ともに法人設立以降過去最高

の数字となりました。前年度（２０２１年度）と比べると経営

状況は良くなり、コロナの影響から回復傾向にあります。

（別添「社会福祉法人萌２０２２年度決算報告資料」をご

参照ください。） 
 

●物価高騰の中、収益は増加 

物価高騰、電気料金値上げの影響を受け、水道光熱費

は前年度より１５０万円ほど増加しています。 

また、就労支援事業収益が増えた分、材料購入などの

費用も増加し、就労支援事業費用は前年度より５７０万円

ほど増えました。 

収益では、前年度と比べ障害福祉サービス事業収益が

９３０万円増加、就労支援事業収益が５６０万円増加とな

り、サービス活動収益計は前年度と比べ、１８７０万円増え

ました。 

新型コロナウイルスの感染対策・行動自粛の緩和もあ

り、サービス利用者数、イベントなど出店の機会、飲食店な

どの客数が増加しました。障害福祉サービスで新たに「ベ

ースアップ支援等加算」を算定したことも収益の増加につながっています。また、奈良県より新型コロナウイルス関連

の補助金を、物価高騰等支援金として、奈良県、生駒市、大和郡山市からそれぞれ受けることができました。 
 

●事業（支援）の継続・発展に向けて 

法人が設立して２０年以上となり、建物や設備、機器な

どの老朽化や経年劣化による不具合が増えてきています。 

２０２２年度中にはパソコン、エアコン、冷蔵庫、車の買い

替えを複数しており、今後さらに増加する見込みです。 

また一部の建物の老朽化が進んでおり、雨漏りなどの

修繕や建て替えの検討をしていく必要が出てきています。２

０２２年度も固定資産の更新のため積立金１５００万円を積

立し、直近の建て替えにかかる費用は確保できています。 

支援を継続していくためには人材が必要です。萌では数

年前から職員の賃金改善を進めており、２０２２年度は『ベ

ースアップ支援等加算』による賃金改善を行いました。今後も人材確保、人材定着のため賃金改善を進めていきま

すが、支援をしていく環境（建物や設備など）もおろそかにできません。 

支援・事業を継続、発展していくためには人、モノが必要です。物価高騰等の中ではありますが、経費削減できると

ころを見極め、新たに収益を増やす手立てを考えていく必要があります。 

（総務部 出口裕生） 

503,134,121 

692,617,615 

454,094,542 

653,488,458 

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

直近過去10年間の
ｻｰﾋﾞｽ活動収益とｻｰﾋﾞｽ活動費用の推移

サービス活動収益計

サービス活動費用計

２０１２年度との比較 

収益は１．３８倍 

費用は 1.44倍 

306,729,876 

474,151,860 

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

直近過去10年の

人件費の推移

２０１２年度との比較 

1.55倍 
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▽地域家族会の情報 
 
詳細は まほろば会（NPO奈良県精神障害者家族会連合会）  

TEL:090-9213-2731 FAX:0742-51-5506  https://nara-mahorobakai.org/ 
名称 月例会 時間 場所 問い合わせ先 電話番号 

さくら会 
（大和郡山市周辺） 

第3日曜日 13：30～ 三の丸会館 会長関野 0743-54-6375 

ひだまり会 
（生駒市周辺） 

第3土曜日 13：30～ 
市民活動推進センター 
ららポート 

会長上村京子 0743-78-0885 

西和家族会 
（西和7町周辺） 

第4土曜日 13：30～ 王寺町やわらぎ会館 西村 0745-74-6203 

すみれ会 
（大和高田市周辺） 

第3日曜日 13：30～ 大和高田市中央公民館 三島 090-9889-7984 

のぞみ会 
（橿原市周辺） 

第2日曜日 13：30～ 
県心身障害者 
福祉センター 

ぴあぽ～と 0744-24-2020 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

★萌風香の購読★ 
萌風香は年 4 回発行です。皆様のお手元に届いた後、萌のサービス利用者以外の方
で「引越しして住所がかわった（住所変更）」「次からは送ってもらわなくても結構です
（購読中止）」という場合、お手数ですが必ず萌風香編集部ひだまり（0743-85-
4196）までご一報くださいますようよろしくお願いします。 
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詳しくは、下記の各団体・お問い合わせ先にご確認ください。 

さくらんぼ便り 
ホームヘルプステーションさくらんぼ 

0743-54-0800  ライク通信 
なら西和障害者就業・生活支援センターライク 

0743-85-7702 

ヘルパー全体会 

２０２３年６月２８日郡山柳地下会議室でヘルパー

全体会を開催しヘルパー１４人が参加しました。 

さくらんぼでは、質の良い支援のため業務マニュア

ルを作成。制度等の変化に合わせて改訂しています。 

今回の会議では、個人情報を漏洩しないこと、約束

の時間を守ること、言葉使いに気をつけること等基本

的なことから、利用者に寄り添うためにはどのような

関わりが良いか、なぜそうする必要があるかについて

の詳細な説明を追加したマニュアルを共有しました。 

また、業務の効率化を図って、訪問介護記録票の

見直しも行いました。出席者からは、支援についての

悩みや関わり方についての話しや「自分たちの業務

内容の再確認できた。利用者の力を奪わない支援を

心がけていきたい」という声が上がり、情報共有がで

きる支援のあり方の共通認識を持つ場となりました。 

    
ワーカーズの会復活！ 

３年５カ月ぶりにサロン活動の一つ「ワーカーズの

会」を２０２３年５月３１日(水)に開催しました。 

コロナ禍で活動が止まり、参加者からは「いつワー

カーズの会は復活しますか？」と待望されているお声

をもらっていたこともあり、当日は参加者数１６人（ス

タッフ除く）と多くの方が参加されました。 

対面開催１回目は、事業所の近くにある中谷酒造

へお邪魔しました。６代目当主中谷正人さんから日本

酒についてお話を伺い、醸造所の見学をさせてもら

いました。 

アフターコロナの皆さんの様子を聞きながら、今後

の活動内容についても意見交換ができ、改めて対面

だからこそ感じる温度感を共有できる機会となりまし

た。引き続き皆さんが安心して交流できるサロンづく

りを進めていきたいと思います。 

 

 

▽萌 後援会からのご案内 
 
萌後援会は「社会福祉法人萌」の活
動を支援していただける皆様を募集し
ております。 
主な目的は法人事業の支援や寄付
を行っています。 
会費の納入及び寄付の受付口座は 
郵便振替 社会福祉法人萌後援会 

00920‐4‐221824 
後援会事務局（萌総務部内） 
 0743-54-0821（大東） 

 

 

▽ハートフルこおりやま 
精神障害者の社会参加をすすめる会 

 
「障がいのあるなしに関わらず、誰
もが住みやすい街づくり」をすすめる
当会では、会の趣旨に賛同頂き、活動
に協力して下さる会員さん・ボランテ
ィアさんを大募集しています!!年会費
は１口 500 円（2 口からお願いしま
す）です。 
連絡先：会事務局 ふらっと内 

0743-54-3977（帯田） 
 

 

▽ひだまりクローバー 
生駒精神障がい者後援会  
 
生駒市内で活動する精神疾患 
精神障害を持つ当事者に対して 
の「活動支援」と、「市民への啓発」 
をすすめている市民団体です。 
発足して２８年目を迎えます。 
新規会員募集中！  
年会費 ２０００円 
連絡先：コミュニティスペースはなな内 
0743-73-1050（佐藤） 

 

 


